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研究成果の概要（和文）：聴覚障がい・視覚障がいのある人の情報アクセシビリティの向上という視点から、制
約の多い学校外での合理的配慮の具体的な方法について、博物館・美術館の鑑賞・観賞支援及び学習支援につい
て実践実験を積み重ねて検討を行った。その際、手軽に導入できること、その場でのリアルな経験や学びを妨げ
ないというポイントを大切にした。その結果、触覚・嗅覚など共通の感覚を活用することにより、障害の有無に
関わらず展開できる学習プログラムを開発できた。学校連携による事前学習向けの教材、博物館等の現場で導入
可能なICTシステムについても提案することができた。その他、聴覚障がいのある当事者による手話説明の有効
性を確認できた。

研究成果の概要（英文）：We researched to improve information accessibility for the people who were 
Deaf or Hard-of-Hearing, and the people who were Blind or lowvision. To improve the learning of them
 in the museums, the experiments were conducted to understand specific methods of "reasonable 
accommodation" outside of classroom. We considered that the system should be easy to implement and 
that it should not interfere with real experiences and learning were important. 
As a result, we were able to develop learning programs for all visitors by utilizing the sense of 
touch and the sense of smell. 
We developed educational materials for prior learning in collaboration with schools. We were also 
able to propose an ICT system that could be introduced at museums. In addition, we were able to 
confirm the effectiveness of sign language explanations by people with hearing disabilities.

研究分野：情報デザイン

キーワード： 情報アクセシビリティ　科学系博物館　水族館　美術館　展示解説　学習プログラム　視覚障がい　聴
覚障がい
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、障がい者の欠損情報の補完や未発達能力に着目するのではなく、得意な能力の有効活用を心がけ
た。その結果、楽しく学べるような鑑賞・観賞支援、学習プログラム開発につなげることができた。本研究で得
られた「障がい当事者の探究心につながる情報アクセシビリティ」支援は、合理的配慮と教育の機会均等という
施策に対して、次のステップを提示できたと考える。また、動的な状況下での情報アクセシビリティ技術とデザ
イン、障がい種別を横断する支援から得られた知見は、教育工学・情報保障学・情報デザイン学等での学術的意
義が高い。研究で得られた具体策は、実際に博物館等でも導入され、社会的効果につなげることもできた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本申請研究は以下のような社会的背景から，学校外での学びの場として博物館・美術館などの文
化施設を取り上げ，聴覚あるいは視覚に障がいのある人への支援をテーマにした。 
（1）【障害者差別解消法の施行と教育の機会均等】2011 年障害者基本法第 16 条が改正され，
2016年「障害者差別解消法」が施行された。この法律の施行により，教育の現場でも障害の有
無によって分け隔てられることなく教育をうける権利が示され，障がいを理由とする差別の解
消が推進されるようになった。 
（2）【学校外学習における合理的配慮の必要性】2021年には「個人に必要とされる合理的配慮
が提供されること」が義務付けられたが，教育における合理的配慮の具体的な記述は，教室内の
学習に限られており，教室外での配慮については触れられていない状況であった。 
（3）【文化施設における合理的配慮の必要性】博物館・美術館等の文化施設においては，生涯学
習施設として教育・文化活動を推進するという文化施設特有の課題を推進すると共に合理的配
慮が義務付けられたという状況であった。 
このような背景から，生涯学習施設としての博物館・美術館において，教育・文化活動を推進す
る合理的配慮につながる支援を提供することは喫緊の課題であると判断し，本研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
本研究は，情報アクセシビリティ（Design for All，ユニバーサルデザイン，インクルーシブデ
ザインを含む）の立場から，感覚に障がいのある情報弱者を対象にして，博物館（水族館・動植
物園を含む）・美術館の鑑賞支援及び学習支援を領域横断的かつ統合的に行い，学校外での教育
の機会均等・合理的配慮の事例構築を目指したものである。 
感覚障がい者に対して，見聞きするだけでは分かりにくい科学の不思議を分かりやすく伝え，見
聞きすることで広がる美術の感性を育むだけでなく，科学や美術に対する探究心を醸成するこ
とを試みた。その際，障がい者の欠損情報の補完や未発達能力に着目するのではなく，得意な能
力を有効活用することにより障がいの有無に関わらず楽しく共に学べるインクルーシブな学習
環境の実現を目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究では，工学的技術と情報デザインを融合し，見えない・見えにくい場合や聞こえない・聞
こえにくい場合の情報を保障するシステムならびに鑑賞支援・学習プログラムを開発した。 
研究は以下の 4つのモジュールで構成した。 
・博物館（水族館・動植物園を含む）・美術館における合理的配慮の検討 
・感覚障がいに配慮した鑑賞・学習支援のための実践プロトタイプの開発 
・博物館・美術館における予備実験・実証実験と当事者評価 
・普及のためのアウトリーチ活動と成果発表 
具体的に取り組んだ実証実験は以下である。 
・2018 年 11 月 27 日（火）アクアワールド茨城県大洗水族館： 
QR コードを使った水族館手話コンテンツ実用化検証実験  

・2018 年 11 月 28 日（水）ミュージアムパーク茨城県自然博物館： 
ハートフルミュージアムの点字の調査と改善 

・2019 年 1月 18 日（金）茨城県近代美術館： 
茨城県近代美術館におけるコレクションミニガイドの音声自動認識環境調査 

・2019 年 2月 1 日（金）茨城県近代美術館： 
茨城県近代美術館コレクションミニガイドツアーの音声認識実証実験 

・2019 年 4月 29 日（月・祝）国立科学博物館上野本館： 
聴覚障がい者に向けた手話通訳つき博物館ガイドツアーの実験 

・2019 年 11 月 29 日（金）アクアワールド茨城県大洗水族館： 
水族館手話通訳と当事者手話ガイドの比較検証実験  

・2019 年 12 月 12 日（木）茨城県立盲学校： 
ペンギン学習プログラムの教育実験 

・2020 年 7月 26日（日）〜8 月 13 日（木）WEB アンケート: 
文化施設における「情報のユニバーサルデザイン」に関する調査 

・2020 年 11 月 7日（土）国立科学博物館筑波実験植物園： 
聴覚障がい者による聴覚障がい者のための食虫植物ワークショップの実施 

・2021 年 3月 15 日（月）東京都立葛飾ろう学校： 
ペンギン学習プログラムの教育実験 

・2021 年 10 月 8・11・14 日（金・月・木）オンライン： 
聴覚障がい者を対象としたオンラインコンテンツに関する座談会 

・2021 年 10 月 2日（土）〜21 日（木）WEB アンケート:  



科学系博物館における「情報アクセシビリティ」のニーズ調査 
・2021 年 12 月 10 日（金）ミュージアムパーク茨城県自然博物館： 
聴覚障がい者を対象とした恐竜展示のガイドツアーにおける音声認識・手話通訳・当
事者手話ガイドの比較実験 

 
４．研究成果 
（1）【文化施設利用実態調査】聴覚障がい者・視覚障がい者に対して文化施設利用状況調査を実
施した。その結果，どちらの障がいがある人の場合でも，学校教育の一環として，博物館・美術
館等の文化施設を訪問する機会が与えられていることが明らかになった。また，どちらの障がい
であっても，博物館・美術館等の文化施設に求めていることは，「職員の障がいに対する理解」
であることがわかった。 
 
（2）【職員の障がい理解研修の必要性】上記の調査により，文化施設で働く関係者には，障がい
理解に係る研修が必要であることがわかったため，「障がい理解研修プログラム」をデザインし，
実際に研修を行った。 
 
（3）【学校連携の重要性】博物館・美術館等での学びを深めるためには，学校と連携し，事前学
習の機会を有効活用することが重要になる。そのためには，博物館・美術館等を訪問時に，気配
が感じられる展示や触覚や嗅覚を活用できる展示を選定することが重要である。本研究では「ペ
ンギン」と「食虫植物」を取り上げて学習プログラムと教材を開発し，実験により教材の有効性
を確認することができた。ただし，COVID-19の影響（水族館閉館・校外学習中止）により，開
発した教材を使った事前学習と水族館での学びをつなげる実証実験は行うことができなかった。 

 
（4）【点字による情報提供】視覚障がい者の情報アクセシビリティ改善のために，点字ユーザー
と協働して，ミュージアムパーク茨城自然博物館が主催しているハートフルミュージアムの点
字改修を行なった。点字の読みやすさや改良については，点字の間違いだけではなく，分かち書
きや点字と点字の間隔などの調整が必要である。 
 
（5）【QRコードを活用した手話動画解説】聴覚障がい者の
情報アクセシビリティ改善のために，アクアワールド茨城
県大洗水族館の協力を得て，水族館が所有する展示生物や
エリアの解説のコンテンツを見直した．これまでの端末貸
しサービスを見直し，新たに QR コードを活用した情報提
示サービスを提案し，手話動画解説コンテンツを制作し
た。現在は，正式な水族館コンテンツとして採用され，水
槽前にある QR コードを読み取ると，手元の端末に日本語
と英語の文字による解説とともに手話動画コンテンツが
表示されるようになった．このコンテンツは水族館の内外
からアクセス可能である。 
http://aquaworld-oarai.main.jp/ 
 
（6）【音声解説の文字化】音声情報を文字化することで，
聴覚に障がいのある人だけでなく聞こえにくい環境に対
応できる．文化施設等での導入を試みる場合，静寂な環境
下では音声自動認識が有効である。マイクで拾った解説者
の音声を端末に表示することで展示を前にした解説のリ
アルタイム字幕化が行える（図４参照）。騒がしい環境で
は，音声自動認識技術よりも人の手による音声の文字化が
正確であるが，展示物の周辺に多数の文字通訳者を配置す
ることはできないので，この場合はクラウドベースでの文
字化作業が必要である。また，手元の端末にダイレクトに
音声を入力し，音声自動認識結果を他の端末に送信するこ
とも可能である．この方法であれば，情報保障を行いたい
集団が多数の場合や展示スペースが広い場合でも有効である。現在では，その場で撮影した写真
に音声認識させた文字を描きこむことができるアプリもある．手話ができない学芸員による展
示解説では，展示物の写真に文字化した音声解説を描き込んだものをその場で配信するという

図１ 盲学校・ろう学校における「鳥類の進化を学ぶプログラム」事前授業の様子 

 
図２ 水槽前 QRコードと手話動

 
図３ アプリを使って解説を配信 



方法で，聴覚障がい者が正確に内容を把握できることが確認できた。 
 
（7）【展示解説時の字幕提示位置・端末の役割】美術館にお
いて学芸員による絵画作品の解説音声をリアルタイムに文
字化する実験を行い，参加者（聴覚障がい者）の視線計測デ
ータを分析した．その結果，学芸員と作品の近くに立てたタ
ブレット（図中 Tablet2）への字幕は主観的評価が高かった。
一方、視線測定による分析では、手元のタブレット（図中
Tablet3）に表示された字幕の方が見た回数も多く見た時間
も長かった．自由回答から、手元にあるタブレットは、内容
を深く理解するために読み返すのに役立つことが明らかに
なった． 
 
（8）【通訳を介さない情報保障の重要性】 
本研究では，ガイドツアーにおける聴覚障
害者の情報アクセシビリティの改善策とし
て，音声自動認識の利用・手話通訳の活用・
当事者（聴覚障害者）手話ガイドの導入とい
う 3 つの切り口で比較実験を行った。その
結果，聴覚に障害のある人が博物館・美術館
等の文化施設で「楽しく学ぶ」という情緒的
側面を考慮すると，当事者（聴覚障害者）手
話ガイドの導入が最も有効であることが明
らかになった。 
 
 
このように，博物館（水族館・動植物園を含む）・美術館における合理的配慮を実現するために
は，何よりもまず障がいがある当事者と連携して情報アクセシビリティについて検討する必要
がある。 
また，博物館・美術館等の文化施設では，大掛かりなシステムや特別な知識や装置が不要な支援
体制であることが導入の第一条件になる。そのため，情報アクセシビリティの視点から行う情報
保障や情報支援においては， ICT（情報通信技術）の積極的な利用が有効となる． 
しかしながら，博物館・美術館においては，その場でしか得られない貴重な体験・時間があるた
め，いかにリアルな体験と乖離することなく，情報アクセシビリティを向上させるかがテーマに
なると考える．実験協力者から寄せられた，「他の来館者の邪魔になっているのではないか気を
使った」という声にも配慮すべきである．さりげない情報保証による自然でアクセシブルな情報
のあり方についても検討が必要である． 
一方で，触覚・嗅覚など共通の感覚を活用することにより，聴覚に障がいのある人にも視覚に障
がいのある人にも共通の学習プログラムを提供できる可能性を確認できた．博物館・美術館等の
文化施設での情報アクセシビリティを考える際には，その場での学びをいかに充実したものに
することができるかを忘れてはならないと考える． 
 
これらの実証実験の様子は多数の新聞・テレビなどのメディアで取り上げられ，文化施設におけ
る情報アクセシビリティの必要性を国民に広く周知することができた。 
 

図４ 字幕提示方法の検討 

図５ 当事者（聴覚障がい者）手話ガイドの様子 
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・読売新聞　31面　地域茨城　2019年1月15日　「手話動画で展示解説　文化施設で実証試験」 
・読売新聞　25面　地域茨城　2019年2月4日　「音声解説文字に変換　美術館で初の実証実験」 
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・読売新聞　27面　地域茨城　2019年12月17日　「手話で解説　展示楽しく」 
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【大学広報】 
・水族館で手話コンテンツ! 
　　https://www2.tsukuba-tech.ac.jp/activity/23632/hi_20190100101.html 
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・水族館における手話動画解説の実証実験を実施 
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・博物館における点字の調査改修活動を実施 
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・IAUD国際デザイン賞2020で本学プロジェクトが銀賞を受賞 
　　https://www2.tsukuba-tech.ac.jp/news/news_2020/hi_2020122301.html 
・自然博物館で情報保障付きガイドツアーを実施しました 
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